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品質管理講座（現場リーダーコース）
ご　　案　　内

講座のねらい

製造業の21世紀での勝ち残りの決定的な条件の一つが品質であることはもはや定説です。

現在、多くの企業が国際品質マネジメント・システム規格（ISO9001）を取得し、その仕組みに則り品質管理システムを運用しています。

しかし製造現場では、なかなか品質不良が減らず、不良品による損失は、目で見える数字の十数倍といわれています。

不良品を作らない、流さない、そして根源的な再発防止など品質管理の基本を理論と実践の両面について、現場リーダーの視点から実践的に研修する講座です。
講師紹介
有限会社ナレッジ　　阿部　義典氏（品質審査員補、実用英語検定1級））
マツダ㈱にて、専用工作機の制御設計、自動車電装設計、自動化装置設計、エンジン部品生産技術、エン
ジン工場の技術支援、生産技術開発、取引先の生産管理システム構築支援、購買業務スタッフ、取引先の品質システム監査・構築支援，生産性向上の指導など幅広い仕事に従事。
現在は自ら企業経営を行うとともにプレス・溶接・機械加工・プラスチック成形などの企業で品質管理を中心にした指導・支援に従事しており、あらゆる分野で諸問題の根源的再発防止を図ることに傾注している。

平成11年より、当職業訓練センターで、「実用ビジネス基本講座」「品質管理講座（一般社員コース）」や「実践ISO9000s･TS16949-2000基礎講座」等々多くの講座を担当されている。

内　　容

１ 受講対象者　　　職長、主任、係長、班長等品質管理部門の管理監督者

２ 日　　　程      平成２９年１月１３日（金）・ ２０日（金）
３ 時間　　　９：００～１６：３０《１日６ｈ×２日　合計１２ｈ》

４会場　　　 東広島地域職業訓練センター
５ 募集人員　　　１４名

６ 受講料　　　会員　13,000円　・　一般　17,000円（テキスト含む）

※キャンセルの場合は、実施予定日の１週間前までにご連絡ください。
前々日以降の場合には、受講料をお支払いいただくこととなります。　
７ 持参品　　　筆記用具，印鑑（出席簿押印用）
昼食(斡旋も可能です。)
８ 注 意 事 項　　　 受講者が７名未満の場合は、開講できません。
９ 申込方法　　　次の申込書に必要事項を記入し、【申込先】宛 郵送、ＦＡＸ、電子メー
　　　　　　　　　 ルで、または、ホームページからお申込みください。

開講となりましたら、開講通知書，受講料請求書を送付します。


プログラム
	1日目
	9：00～16：30
	2日目
	9：00～16：30

	午　前
	１．開講式　
２．品質と顧客満足
３．品質管理の基本と品質の作り込み　

（１）管理の基本　管理の３Ｓ 

（２）管理の対象Q.C.D.S.M.

（３）管理のサークルP.D.C.A
（４）データの集め方・分析・評価

（５）シューハートの管理図の基本と応用

（６）計測と品質管理：測定機器からの不良

（７）検査による不良流出防止　
（８）ポカよけ手法　
（９）工程での品質の作り込み
（10）品質保証能力向上とスキル管理の基本と応用

(参考)特殊工程の品質保証

（11）正しい量産立ち上げ（set-up）の方法　
（12）正しい作業が全ての基本　
（13）生産技術・設計へのフィードバック　

（14）重複小集団組織(川喜多　二郎)の活用 

(15）実例での事例研究
	７．工程監査の正しい行い方　

（１）今までの工程監査は何故ダメか
（２）工程監査の目の付け方　
（３）工程監査の正しい実施法

８．品質監査の正しい行い方　

（１）今までの工程監査は何故ダメか
（２）品質監査の目の付け方　
（３）品質監査の正しい実施法

９．外注管理の効果的方法　
（１）外注管理の重点項目
（２）外注管理の確認項目
（３）外注監査員の育て方
（４）外注会社の志気向上法

（５）「仕入先への品質管理要求事項」

（６）外注管理の事例研究　


	午　後
	４．正しい変更管理の方法
(参考)品質管理の主要格言(石川 馨先生) 
５．是正処置の正しい進め方

（１）不良原因追求の方法　

（２）対策・歯止め

（３）実例でのケーススタディー

６．リーダの現場管理　
（１）現場管理の基本 正しい５Ｓ

（２）設備・治具・計測器のメンテ法
（３）品質不良データを大事に扱え　

（４）動作経済の法則の活用

（５）目標による管理(不良金額半減)
（６）職場改善のキーポイント ３し訓　
（７）在庫削減が全ての決め手 
（８）チェックシートと品質記録
	10．作業指導テキストの重要性・作り方

（１）教科書がなければ何も始まらない

（２）テキスト中味の基本と原点は

11．品質管理と凡事徹底　
（１）一つをやり切れば全てにつながる

（２）何をやるかより、どう徹底するか

（３）職場の変革も身の回りの掃除から
（４）会議をやるより歩き廻れ
（５）継続は宝　言い続け、やり続ける
12．リーダーシップの向上法
（１）困難な目標(ベンチマーク)に挑め
（２）自分の考え･発想法を持て
（３）確かな知識を少しずつ増やせ

（４）小さな成果を着実に積み重ねろ
（５）人間心理をつかめ　
（６）キーパーソンにぶつかれ

13．修了事例研究

14．人質革新論要論　

「品質保証は人質保証」の正しい解釈　
品質保証は人質保証

人質革新論　


＊ご記入いただいた情報は、この講座にかかわる業務に限り使用いたします。
品質管理講座（現場リーダーコース）講座受講申込書

      　　　　　　事 業 所 名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

       　　　　　 所　在　地：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                　　　 　　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　　　　　　　 　 

               　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　　（所属：   　            ） 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	希望
日程
	(フリガナ)

受講生氏名
	生年月日
	雇用年月日
	雇 用 保 険

被保険者番号
	担当職務
	職　名
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　　　　　　　　 事業所情報：１ 資本金の額　　　　　　　　　円 ２ 従業員数　　　　　　人

　３ 業　　種　　　　　　　　　　　　

受講料負担区分: １ 事業所　　　２ 受講者　　　
�





【申込先】　東広島地域職業訓練センター　


〒739-0152　東広島市八本松町吉川5782-58


TEL (082)４２９－０８１０　FAX (082)４２９－１８０６


メールアドレス　� HYPERLINK "mailto:tahara@.hvtc.ac.jp" �nintei@hvtc.com�　








